
資料 ４

特定乳児等通園支援事業の利用定員の設定について

○令和８年度 実施施設・利用定員一覧（全１４園）

公・私 実施方法 園名 利用定員 受入れ年齢

砂山保育所 8 ０～２歳児

楠見保育所 8 ０～２歳児

さつきこども園 6 ０～２歳児

和歌山ひかり幼稚園 10 ０～２歳児

さくら幼稚園 36 ２歳児

一般型（在園児合同実施）のぞみ保育園 6 １、２歳児

ふたば保育園 ０～２歳児

有功保育園 ０～２歳児

のざき保育園 １、２歳児

岡崎保育園 ０～２歳児

まことなるたきこども園 ０～２歳児

新堀こども園 ０～２歳児

かんどりこども園 ０～２歳児

じろうまるこども園 ０～２歳児

74

※利用定員は、０～２歳の合計。

保育の定員を

上限とする

合計

公立

私立

一般型（専用室独立実施）

一般型（専用室独立実施）

余裕活用型

令和８年度から、子ども・子育て支援法に基づく新たな給付として乳児等通園支援事業（こども誰

でも通園制度）が本格実施となります。事業者が事業を実施するに当たっては、児童福祉法に基づ

く、事業の実施の「認可」及び子ども・子育て支援法に基づく、給付の対象施設となるための「確

認」を受ける必要があり、「確認」について「利用定員を定めようとするときは、子ども・子育て

会議の意見を聴かなければならない」と規定されていることから、特定乳児等通園支援事業の利用

定員の設定について、議題とさせていただいています。






